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概要

プライベートユーザネットワークインターフェイス(UNI)は、ルータやCisco Catalyst 5000/6000
ATMモジュールなどのエンドシステムと、ルータインターフェイスが接続されているATMスイッ
チの間で実行されるシグナリングプロトコルを定義しますT)標準を使用します。UNIシグナリン
グのITU-T標準はQ.2931およびQ.2971です。ATMフォーラム標準はUNI 3.xおよびUNI 4.0です。

UNIプロトコルは、「ATM UNIシグナリングの説明とトラブルシューティング」で説明されてい
る3つの一般的なメッセージタイプをサポートしています。

コールの確立：SETUP、CONNECT、およびCONNECT ACKNOWLEDGEを含みます●

コールメンテナンス/その他：ステータスおよびステータス照会を含む●

コールクリア：リリースおよびリリース完了を含む●

すべてのUNIメッセージは9バイトのヘッダーで始まります。このヘッダーには2バイトのメッセ
ージタイプフィールドが含まれています。

このドキュメントは、UNIシグナリングの問題のトラブルシューティングを支援するように設計
されています。重要なのは、RELEASEメッセージとRELEASE COMPLETEメッセージのフィー
ルド、特にロケーション値と原因コードについて説明します。
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前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、「シスコ テクニカル ティップスの表記法」を参照してください。

コール拒否の手順

着信側ユーザは、問題が検出された場所と時間に応じて、RELEASEまたはRELEASE
COMPLETEのコールを拒否できます。

通常の状況では、着信側ユーザは適切な原因コードを含むRELEASEメッセージを送信します
。スイッチは、コールのリソースを解放し、発信側ユーザへのコールクリアを開始し、着信
側ユーザにRELEASE COMPLETEメッセージを返信することによって応答します。

●

例外的な状況では、呼び出しにリソースを割り当てる前に、呼び出し元のユーザーが適切な
原因コードを使用してRELEASE COMPLETEを送信します。SETUPメッセージを受信する
とすぐに呼び出しを出します。

●

接続が存在するか、接続セグメントごとに存在しないことに注意してください。RELEASE
COMPLETEはローカルでのみ有効であり、接続全体がリリースされたことを示すものではありま
せん。

例外処理手順

ネットワークプロトコルは、通常の動作に向けて複数の段階を経てデバイスまたはインターフェ
イスを使用するステートマシンを頻繁に使用します。UNIの推奨事項では、ユーザ(U)側とネット
ワーク(N)側の両方のATMコール制御状態を指定します。これらの状態については、「ATM
UNIシグナリングの理解とトラブルシューティング」を参照してください。国際電気通信連合
Q.2931仕様のAnnex Aも参照してくだ 。

RELEASE COMPLETEメッセージは、ユーザ側がNull(U0)、Call Initiated(U1)、またはRelease
Request(U11)の状態である場合にユーザ側が想定し、Null(N0)、Call Present(N6)、または
Release Request(N11111)の1状態1)の状態の状態のの状態のの場合ネットワークの場合ネットワ
ークはネットワーク側側がネットワークです。その他の状態でRELEASE COMPLETEを受信する
と、デバイスは、いわゆる例外処理手順を実行し、コールのすべてのリソースを即座にクリアし
ます。

複数のタイプのエラーが発生する可能性があります。これらのエラーには、メッセージのエンコ
ードが間違っている、特定の状態では予期しないメッセージの受信などのステータスエラー、情
報要素(IE)、メッセージに誤って含まれるIEなどがあります。
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原因情報エレメント

RELEASEおよびRELEASE COMPLETEメッセージには、コールクリア中に複数の重要な情報を
伝達する原因IEが含まれます。原因IEとその内容（場所と原因値を含む）は、ITU-T Q.850標準お
よびATMフォーラムUNI 3.x/UNI 4.0標準で0。

Catalyst 8500シリーズおよびCisco Lightstream 1010では、メッセージの内容と原因コードをキ
ャプチャするために、debug atm sig-packetおよびdebug atm sig-allコマンドを発行します。

注意：debugコマンドを発行する前に、『debugコマンドの重要な情報』を参照してください。

ATMスニファからの次のキャプチャは、RELEASEおよびRELEASE COMPLETEシグナリングメ
ッセージの形式と原因IEを示しています。最も重要な2つの値は、LocationCauseです。

Frame 10: Protocol Discriminator:     Q.2931 user-network call control message

Call Reference Length:      3 bytes

  Direction Flag:           Message sent to the side originating call

  Value:                    0x00096e

Message Type:               Release (0x4d)

  Message AI Flag:          Ignore Action Indicator Field

  Action Indicator Field:   Not significant

  Message Length:           6 bytes

Information Element Name:   Cause (0x08)

  Coding Standard:          ITU-T standardized

  Instruction Flag:         Ignore Instruction Field

  Instruction Field:        Not significant

  Element Length:           2 bytes

  Location:                 Private network serving the local user

  Cause:                    Message not compatible with call state (101)

Frame 11:

Protocol Discriminator:     Q.2931 user-network call control message

Call Reference Length:      3 bytes

  Direction Flag:           Message sent from the side originating call

  Value:                    0x00096e

Message Type:               Release Complete (0x5a)

  Message AI Flag:          Ignore Action Indicator Field

  Action Indicator Field:   Not significant

  Message Length:           6 bytes

Information Element Name:   Cause (0x08)

  Coding Standard:          ITU-T standardized

  Instruction Flag:         Ignore Instruction Field

  Instruction Field:        Not significant

  Element Length:           2 bytes

  Location:                 User

  Cause:                    Destination out of order (27)

「Location」フィールドには、接続のRELEASEの理由が検出された場所が示されます。これによ
り、実際にリリースを開始したデバイス、および異常な原因値の場合、どのデバイスがコールの
クリアの原因となった問題を検出したかを確認できます。

コーディ
ング 場所

0x0 ユーザ
0x1 ローカルユーザにサービスを提供するプライ
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ベートネットワーク

0x2 ローカルユーザにサービスを提供するパブリ
ックネットワーク

0x3 中継ネットワーク

0x4 リモートユーザにサービスを提供するパブリ
ックネットワーク

0x5 リモートユーザにサービスを提供するプライ
ベートネットワーク

0x7 国際ネットワーク

0xa インターワーキングポイントを超えるネット
ワーク

cause値の2つのサブフィールドで構成されます。このクラスのクラスと原因値です。Q.850には
これらの原因値のほとんどが含まれています。

コーディン
グ クラス

0 正常なイベント
1 正常なイベント
0 リソースが使用できません

3 サービスまたはオプションが使用できませ
ん

4 サービスまたはオプションが実装されてい
ない

5 無効なメッセージ
6 protocol error
7 相互接続

UNI 3.1 原因定義

通常のクラス定義●

リソースの利用できないクラス定義●

クラス定義が使用可能でないサービスまたはオプション●

クラス定義を実装しないサービスまたはオプション●

無効なメッセージクラス定義●

プロトコルエラークラスの定義●

通常のクラス定義

原
因
番
号

説明 説明

1
未割り
当て番
号

番号は有効な形式ですが、現在割り当てられ
ていない（割り当てられている）ため、着信
側に到達できません。



3
宛先へ
の経路
がない

コールがルーティングされたネットワークが
目的の宛先にサービスを提供しないため、着
信側に到達できません。この原因は、ネット
ワーク特有の基準でサポートされています。

1
0

仮想パ
ス接続
識別子
(VPCI)/
仮想チ
ャネル
識別子
(VCI)は
許容さ
れませ
ん

最近特定された仮想チャネルは、このコール
で使用される送信側エンティティでは受け入
れられない

1
6

normal
call
clearing
（通常
の通話
解除）

コールに関係するユーザの1人がコールのクリ
アを要求したため、コールはクリアされます
。通常の状況では、この原因の原因はネット
ワークではありません。

1
7

ユーザ
ビジー

ユーザのビジー状態が発生したため、着信側
は別のコールを受け入れることができません
。この原因値は、着信側ユーザまたはネット
ワークによって生成される可能性があります
。

1
8

ユーザ
応答な
し

着信側が、割り当てられた所定の期間内に接
続指示を持つコール確立メッセージに応答し
ない場合に使用されます。

2
1

コール
拒否

この原因を送信している機器がこのコールを
受け入れようとしていないことを示します。
ただし、この原因を送信している機器がビジ
ーでも互換性もないためにコールを受け入れ
た可能性があります。

2
2

番号変
更

発信側ユーザが示す着信側番号が割り当てら
れなくなると、発信側に戻されます。新しい
着番号が、診断フィールドに含まれている場
合もあります。ネットワークがこの機能をサ
ポートしていない場合は、原因番号1、「未割
り当て（未割り当て）番号」を使用します。

2
3

ユーザ
が発信
者回線
ID制限
(CLIR)
を持つ
すべて
のコー
ルを拒
否

発信側番号情報なしでコールが提供され、着
信側がこの情報を要求すると、着信側が返し
ます。

2宛先異 宛先へのインターフェイスが正しく機能して



7常

いないため、ユーザが示す宛先に到達できな
いことを示します。「正常に機能しない」と
いう用語は、シグナリングメッセージがリモ
ートユーザに配信できなかったことを示しま
す。たとえば、リモートユーザ、ユーザ機器
のオフラインでの物理層またはシグナリング
ATMアダプテーション層(SAAL)の障害などで
す。

2
8

無効な
番号形
式（ア
ドレス
が不完
全）

着信側番号が有効な形式でないか、完全でな
いため、着信側ユーザに到達できないことを
示します。

3
0

ステー
タス問
い合わ
せへの
応答

STATUSメッセージを生成する理由が
STATUS INQUIRYメッセージを受信する前で
あった場合に、STATUSメッセージに含まれ
ます。

3
1

正常、
詳細不
明

通常クラスの他の原因が適用されない場合に
のみ、通常のイベントを報告します。

リソースの利用できないクラス定義

原
因
番
号

説明 説明

3
5

要求
され
た
VPCI/
VCIが
使用
でき
ませ
ん

要求されたVPCI/VCIが使用できないことを示
します。

3
8

ネッ
トワ
ーク
故障

ネットワークが正常に機能しておらず、状況が
比較的長く続く可能性があることを示します。
たとえば、コールを即時に再試行しても、成功
する可能性は低くなります。

4
1

一時
的な
障害

ネットワークが正しく機能しておらず、状況が
長期間続く可能性が低いことを示します。たと
えば、ユーザは別のコールをすぐに試行できま
す。

4
3

アク
セス
情報
が廃

ネットワークが、要求に応じてリモートユーザ
にアクセス情報を配信できなかったことを示し
ます。つまり、ATMアダプテーションレイヤ
(AAL)パラメータ、ブロードバンド低層情報、



棄さ
れた

ブロードバンド高層情報、または診断に示され
ているサブアドレスです。

4
5

使用
可能
な
VPCI/
VCIが
ない

現在、コールを処理できる適切なVPCI/VCIが
ないことを示します。

4
7

リソ
ース
を使
用で
きま
せん
（未
指定
）。

resource unavailableクラスの他の原因が適用
されない場合にのみ、resource unavailableイ
ベントを報告します。

クラス定義が使用可能でないサービスまたはオプション

原
因
番
号

説明 説明

4
9

Quality of
Service（
QoS）が
利用不可
能

QoSパラメータが使用できないことを示し
ます。QoSクラス、セル転送遅延(CTD)、
セル遅延変動(CDV)、およびセル損失率
(CLR)をチェックします。

5
1

ユーザセ
ルレート
が使用で
きません

要求されたトラフィックパラメータが使用
できないことを示します。ピークセルレー
ト(PCR)、サステナブルセルレート
(SCR)、最大バーストサイズ(MBS)、およ
び最小セルレート(MCR)をチェックします
。

5
7

サービス
カテゴリ
が承認さ
れていま
せん

ユーザが、この原因を生成した機器によっ
て実装されるサービスカテゴリを要求した
が、ユーザが使用を許可されていないこと
を示します。

5
8

サービス
カテゴリ
が現在利
用できま
せん

ユーザが、原因を生成したデバイスによっ
て実装されるサービスカテゴリを要求した
が、現在そのデバイスでサービスカテゴリ
を使用できないことを示します。

6
3

サービス
またはオ
プション
が利用で
きない、

サービスまたはオプションが利用できない
クラスの他の原因が適用されない場合にの
み、サービスまたはオプションが利用でき
ないイベントを報告します。



未指定

クラス定義を実装しないサービスまたはオプション

原
因
番
号

説明 説明

6
5

ベアラ機
能が未実
装

この原因を送信している機器が、要求され
たベアラ機能をサポートしていないことを
示します。

7
3

サポート
されてい
ないトラ
フィック
パラメー
タの組み
合わせ

ATMトラフィック記述子IEに含まれるトラ
フィックパラメータと要求されたサービス
カテゴリの組み合わせがサポートされてい
ないことを示します。このエラーコードが
返される原因となるIEが他にあることに注
意してください。

無効なメッセージクラス定義

原
因
番
号

説明 説明

8
1

不正なコール
参照値

この原因を送信している機器が、
UNIで現在使用されていないコール参
照を含むメッセージを受信したことを
示します。

8
2

特定されたチ
ャネルが存在
しない

この原因を送信している機器が、イン
ターフェイスでアクティブになってい
ないチャネルをコールに使用する要求
を受信したことを示します。

8
8

互換性のない
宛先

この原因を送信している機器が、ブロ
ードバンドの低層情報、ブロードバン
ドの高層情報、または対応できない他
の互換性属性を持つコールを確立する
要求を受信したことを示します。

8
9

無効なエンド
ポイント参照
値

この原因を送信している機器が、
UNIで現在使用されていないエンドポ
イント参照を含むメッセージを受信し
たことを示します。

9
1

無効なトラン
ジット ネッ
トワークの選
択

Annex Dで定義されている形式が正し
くない中継ネットワークIDを受信した
ことを示します。

9
2

保留中のパー
ティ追加リク
エストが多す

発信側が追加パーティメッセージを送
信したが、ネットワークがキューがい
っぱいで別の追加パーティメッセージ



ぎます を受け入れることができない一時的な
状態を示します。

9
3

ATMアダプテ
ーションレイ
ヤ(AAL)パラ
メータはサポ
ートできませ
ん

この原因を送信している機器が、対応
できないAALパラメータを持つコール
を確立する要求を受信したことを示し
ます。

プロトコルエラークラスの定義

原
因
番
号

説明 説明

9
6

manda
tory
inform
ation
eleme
nt is
missin
g

この原因を送信している機器が、メッセージを
処理する前にメッセージ内に存在する必要があ
るIEがないメッセージを受信したことを示しま
す。

9
7

メッセ
ージタ
イプが
存在し
ないか
、また
は実装
されて
いない

この原因を送信している機器が、定義されてい
ないメッセージまたは定義されていないメッセ
ージを受信したことを示します。これは、この
原因を送信している機器では実装されていない
ため、認識されません。

9
9

情報要
素が存
在しな
いか、
実装さ
れてい
ない

この原因を送信する機器が、IE識別子が定義さ
れていないか、定義されているが、原因を送信
する機器によって実装されていないため、認識
されないIEを含むメッセージを受信したことを
示します。この原因は、IEが廃棄されたことを
示します。ただし、この原因を送信する機器が
メッセージを処理するために、メッセージに
IEを含める必要はありません。

1
0
0

invalid
inform
ation
eleme
nt
conten
ts

この原因を送信している機器が、実装されてい
るIEを受信したことを示します。ただし、IEの
1つ以上のフィールドは、この原因を終了する
機器によって実装されていない方法でコード化
されます。

1
0
1

メッセ
ージに
はコー
ル状態

コール状態と互換性のないメッセージが受信さ
れたことを示します。



との互
換性が
ない

1
0
2

タイマ
ーの有
効期限
の回復

エラー処理手順に関連するタイマーの期限切れ
によってプロシージャが開始されたことを示し
ます。

1
1
1

プロト
コル
エラー
、詳細
不明

プロトコルエラークラスの他の原因が適用され
ない場合にのみ、プロトコルエラーイベントを
報告します。

ATM シグナリング仕様

次の表に、ATMシグナリングの詳細を調べる上で重要な規格と仕様を示します。

仕
様 説明

国際電気通信連合
Q.
21
10

ブロードバンドISDN(BISDN)AAL:Service-Specific
Connection-Oriented Protocol(SSCOP)

Q.
21
30

BISDN AAL:UNIでのシグナリングをサポートするた
めのサービス固有調整機能(SSCF)

Q.
26
10

BISDN:BISDNユーザ部およびデジタル加入者信号シ
ステム2(DSS 2)での原因と場所の使用

Q.
29
31

基本的なコール/接続制御のためのUNIレイヤ3仕様

Q.
29
51

（条項1、2、3、4、5、6、および8）:BISDN DSS
2を使用した番号識別補足サービスの第3段階の説明
：基本コール 

Q.
29
57

第3段階：BISDN DSS 2を使用した追加情報転送補
足サービスの説明：基本コール。条項1：ユーザツー
ユーザシグナリング(UUS)

Q.
29
61

BISDN:DSS 2：追加のトラフィックパラメータ

ATMフォーラム
U
NI
3.
1

ATM UNI仕様V3.1

U
NI ATM UNI仕様V4.0

http://www.itu.int/itudoc/itu-t/rec/q/q1000up/index.html
http://www.atmforum.com/standards/approved.html


   

4.
0

関連情報

テクニカルサポート - Cisco Systems●
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